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IPA/社会基盤センターでは、ソフトウェア開発における定量的管理の普及促
進の一環として、国内の多様なエンタプライズ系ソフトウェア開発のプロジェ
クトデータを整理・分析した「ソフトウェア開発データ白書」を定期的に発行
しています。
その最新版である「ソフトウェア開発データ白書2018-2019」を2018年10

月1日に発行しました。

最新版の主な特長、アピールポイントは以下のとおりです。
（１）最近の開発状況を踏まえ、従来全累積データ(4,564件)に基づき算出

していた統計データを、直近6年間(1,475件)の統計データに変更
（２）業種編の充実

データ件数の多い金融・保険業、情報通信業、製造業に関し、
各業種毎に本編と同等の分析を実施し、別冊化

本プレゼンテーションでは、「ソフトウェア開発データ白書2018-2019」の
概要を白書データ活用方法と併せて述べるとともに、従来との変更点について
説明します。

本日の内容

http://www.ipa.go.jp/sec/publish/tn12-002.html
http://www.ipa.go.jp/sec/publish/tn12-002.html
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１.１ ソフトウェア開発データ白書の位置づけ

◇統計情報（目安として）
プロファイル、規模、工数、工期、
生産性、信頼性とそれらの
変動要因等

◇分析のノウハウ
データ項目、メトリクス、分析方法

◇分析結果（知見）

自組織の
リポジトリ

組織／企業における定量的管理

生産性向上

信頼性向上

◇ベンチマーキング・◆プロジェクト管理
◇プロジェクト計画の妥当性評価
◇プロジェクト・マネジメントの改善検討
◇組織のマネジメントの改善検討
◆進捗管理、定量的品質予測・管理

ソフトウェア開発データ白書

31社からの
ｴﾝﾀﾌﾟﾗｲｽﾞ系の
ｿﾌﾄｳｪｱ開発
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾃﾞｰﾀ

IPA/社会基盤センター

毎年

ﾃﾞｰﾀ
収集

隔年

発行

参考
データ提供企業

ベンチマーキング： 「良い成績を収めているプロジェクト群と比較し、それらのやり方（開発プ

ロセス、マネジメント・プロセス、組織の特性等）を参考にして、自組織の業務改善及び組織の
改善を進めること」

組込み系開発
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾃﾞｰﾀ

組込み系
416

プロジェクト

4,564
プロジェクト

データ白書の
リポジトリ
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１.２ PDCAサイクルにおける定量的管理

ベンチマーキング

インプロセス計測

ゾーン分析

工
期

工数

様々な管理手法による
品質予測・管理

工期の妥当性確認例

UCL:上限値 LCL:下限値
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１.３ 主なデータ項目とメトリクス

収集カテゴリ 収集内容

開発プロジェクト全般 プロジェクトID、プロジェクト種別、開発プロジェクト形態、など

利用局面 業種、業務、システム用途、利用形態、重要インフラなど

システム特性 システム種別、業務パッケージ使用、アーキテクチャ、プラットフォーム、言語など

開発の進め方 ライフサイクルモデル、運用ツール、各種開発支援ツール、開発フレームなど

ユーザ要求管理 要求仕様の明確さ、ユーザ担当者の関与状況、ユーザの要求レベルなど

要員等スキル管理 ＰＭスキル、要員スキル

システム規模 FP計画値／実績値、SLOC計画値／実績値、設計書文書量、その他規模指標など

工期 工程別工期、プロジェクト全体工期、アイドリング期間

工数 工数単位、人時換算係数、社内／外部委託工数、要員数など

品質
発生不具合数、テストケース数、レビュー指摘件数、検出バグ数、
品質保証体制、テスト体制、定量的出荷基準有無、第三者レビュー有無など

工数・工期・規模など定量的な情報のみならず、ユーザ要求管理、要員スキルなど
定性的な情報も収集している。（他には類を見ないIPAデータ白書の強み）
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１.４ ソフトウェア開発データ白書 2018-2019
（本編）の構成

 1章 背景と本書の目的

 2章 収集データについて

 3章 分析について

 4章 収集データのプロファイル

 5章 プロジェクトの
主要要素の統計

 6章 工数、工期、規模の
関係の分析

 7章 工程別の分析

 8章 生産性の分析

 9章 信頼性の分析

 10章 その他の分析

 付録A～G
データ項目の定義や
収集データ年別プロファイル 等々

２０１8年１０月１発行

２００４年から毎年データ収集、
隔年で発刊（今回で10回目）
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• 規模尺度
• FP（Function Point)

• ソフトウェアの機能規模を測定する手法の1つ

外部入出力、外部照合、内部論理ファイル、外部インターフェイス

の数を基に機能規模を算出
• SLOC（Source Lines Of Code）

• 空行、コメント行を除くソース行数

• 開発種別
① 新規（開発部90%以上)
② 拡張（開発部10～90%)
③ 改修・保守（開発部10%未満）
④ 再開発（モダナイゼーション等）

• 平均値と中央値
平均値（算術平均）は、極端に大きな値の影響を受けやすいため、
データ白書では、「中央値」を代表的な値として採用

• パーセンタイル
データを小さい順に並べた時、25%の値が25パーセンタイル（P25 ）
75%の値が75パーセンタイル（P75 ）

１.５ 用語解説

合わせて「改良開発」
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２ 収集データのプロファイル

項目 収集されたデータの傾向

開発プロジェクト種別
新規開発（35.6%）、
改修・保守（41.8%）

開発プロジェクトの形態 受託開発(89.3%)

業種
金融・保険業（32.5%)、
情報通信業（16.2%）、
製造業（15.4%）の三業種で6割強

システム特性 (言語）
Java（42.7%）、COBOL（13.3%）、
C#（8.1%）、C言語（7.3%）で7割弱

開発の進め方 ウォータフォール型（97.4%)
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３ プロジェクトの主要要素の統計

項目 改修・保守 新規開発

FP規模 862FP 1,225FP

SLOC規模 22.2KSLOC 54.7KSLOC

工期 6.3ヶ月 9.1ヶ月

工数
7,024人時

（約43.9人月）
12,005人時
（約75.0人月)

月当たりの要員数 6.4人 9.4人

表 主な要素の値（中央値）

FP（Function Point）：機能規模量 SLOC（Source Lines Oｆ Code）：ソース行数
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４ 工期と工数の関係

回帰式 （工期）＝A×（工数）B A＝ 0.39 B＝ 0.32 R＝ 0.74

白書データからは、工期は工数の 3 乗根に比例する傾向が見られる

データ集合毎に、係数Aは異なるが、係数B≒0.33となる

開発には、
それなりの工期
が掛かる

工
期

[月
]

工数[人時]



© 2018 IPA, Japan

５.１ 工程別の分析

区分 項目

共通 工数、工期

設計 設計書ページ数

レビュー 指摘件数

テスト テストケース数、検出バグ数（現象、原因）

表 工程別の統計情報

開発種別（全開発種別／新規／改良開発）、FP／SLOC規模
あたり等で層別して掲載
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５.２ 掲載データ例：検出バグ密度

検出バグ密度の値は、
①製品の品質評価
②テストの十分性評価
等に使用できる。

検
出
バ
グ
密
度

[件
／

K
S
LO

C
]

工程 P25 中央 P75

結合テスト 0.943 1.600 2.626

総合テスト 0.112 0.320 0.833

[件/KSLOC]

結合テスト
検出バグ数
（現象）

総合テスト
検出バグ数
（現象）
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５.３ 掲載データ例：テストケース密度

テストケース密度は、
①テストケース数を設定する
際の参考値
②テストの十分性評価
等に使用できる。

工程 P25 中央 P75

結合
テスト

17.85 35.70 64.27

総合
テスト

3.92 9.31 17.94結合テスト 総合テスト

結合/結合テスト：テストケース密度

テ
ス
ト
ケ
ー
ス
密
度

[件
/K

S
LO

C
]

[件/KSLOC]
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５.４ 品質管理でのデータ参照例

⑧

⑦
適切な範囲

① ②

⑤ ⑥

⑨ ③ ④

           テスト密度

 
 
 
 

欠
陥
密
度

バグ密度
の標準

テストケース密度の標準

下限

下限

上限

上限

 
ゾーン 評価 品質

第2ゾーン  テスト効率がやや悪、テスト内容点検 低
←
点
検
順
位
→
高

第3ゾーン  テスト内容が適切か点検

第4ゾーン  テスト効率がやや悪、テスト内容点検

第5ゾーン

第1ゾーン  一応品質は良好、テスト効率も計画通り。 良

 前工程の品質確保不足、内容点検

第6ゾーン  前工程の品質確保不足、内容点検

第7ゾーン  テスト不足、前工程の品質確保不足、内容点検

第8ゾーン  テスト不足、前工程の品質確保不足、内容点検

第9ゾーン  テスト不足、内容点検

テスト密度、バグ密度、バグの
内容（原因）の分析による判断

ゾーン分析の例

バグ密度、テストケース
密度の上限・下限値は
①自社の蓄積データ
無い場合は
②データ白書などの値
を参考にして設定する。
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６ 生産性の分析

SLOC生産性［SLOC/人時］の
中央値は4.55SLOC/人時である。
生産性の規模による大きな差は、
見られない。

S
LO

C
生
産
性

[S
LO

C
/人
時

]

SLOC規模

SLOC規模[KSLOC] 中央値[SLOC/人時]

全体 4.55

～ ４０ 3.88

４０ ～１００ 4.66

１００～３００ 4.76

３００～ 5.05
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７ 信頼性の分析

システム稼働後の発生不具合密度を信頼性指標として使用

SLOC規模

[KSLOC]

中央値
[件/KSLOC]

全体 0.000

～４０ 0.000

４０～１００ 0.014

１００～３００ 0.000

３００～ 0.007

規模と発生不具合密度

S
LO

C
発
生
不
具
合
密
度

[件
/K

S
LO

C
]

規模[KSLOC]

SLOC信頼性[件/KSLOC]の
中央値は、0件である。
規模による大きな差は見られない。
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８ 業種編の構成

収容している章

 6章 工数、工期、規模の
関係の分析

 7章 工程別の分析

 8章 生産性の分析

 9章 信頼性の分析

プロジェクトデータ件数
金融・保険業 478件
情報通信業 238件
製造業 227件

本編（6章～９章）と同一の分析を、各業種に限定したデータを使用して実施

自プロジェクトの条件に、より近いデータの参照が可能
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9 2018-2019年度版の変更点(1)

（１）データ集計期間を、従来の全累積データから直近6年間に変更

0

2

4

6

8

10

12

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

SL
O
C
生

産
性

（
SL
O
C
/人

時
）

集計年度

単年度P25 単年度中央値 単年度P75

6年間P25 6年間中央値 6年間P75

SLOC生産性の経年推移（新規開発）
理由：過去14年間の蓄積データ
の経年推移を分析したところ
「信頼性は向上するも、生産性
は低下傾向」という傾向有り

⇒最近の開発状況を反映した
統計値の提供

SLOC信頼性の経年推移（新規開発） SLOC生産性：SLOC/人時
SLOC信頼性：件/KSLOC

[稼働後の発生不具合密度]

（２）主要データの経年推移を掲載

規模、工期、工数、
月あたり要員数、生産性、信頼性

生
産
性

[S
LO

C
/人
時

]
信
頼
性

[件
/K

S
LO

C
]

高
い
⇔
低
い

低
い
⇔
高
い
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（３）業種編の内容を、本編6-9章と同等の内容に拡充

データ白書参照時は、自プロジェクトの条件により近い

グループ（業種）の値の参照が必要

（４）多様な開発スタイルに対応

最近の「モダナイゼーション(≒再開発）」案件の増加を踏まえ、

「新規開発」「改良開発」に加え開発種別「再開発」での

分析データを掲載する他、「パッケージ利用開発」「OSS利用

開発」など多様な開発スタイルに対応

（５）言語種別や、プラットフォーム（OS）区分など、最近の技術

動向を反映したデータを掲載

(言語：Ruby、Python、PHP、JavaScriptなど）

19

9 2018-2019年度版の変更点(2) 
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• 書籍版

• PDF版（無償）

• 白書掲載グラフデータ（無償）

下記 IPA/社会基盤センターのURLを参照ください。

https://www.ipa.go.jp/ikc/reports/20181011.html

１０ データ白書の入手方法

A4変形判 396頁

本体1,944円（税抜）

155頁

本体1,667円（税抜）
A4変形判 A4変形判 130頁

本体1,667円（税抜）

A4変形判 144頁

本体1,667円（税抜）
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１１ その他の成果物

2018年3月6日公開：
ソフトウェア開発データが語るメッセージ2017

~生産性・信頼性の経年推移の分析から~
2017年11月15日公開：

組込みソフトウェア開発データ白書2017
2017年3月31日公開：

ソフトウェア開発データが語るメッセージ
~設計レビュー・要件定義強化のススメ~

2016年7月1日公開：
統計指標に基づく品質マネジメント実践集

2015年9月25日公開：
ソフトウェア開発データが語るメッセージ2015

「ソフトウェア開発データ白書」に加え、ソフトウェア開発の
定量的管理に関連した成果物を作成し、公開しています。
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１２ 今後の活動方針

データ白書の現状

ウォータフォール型中心
基幹系ソフトウェア対象
QCD向上

SoE系ソフト開発対応

アジャイル型中心
顧客対応ソフトウェア対象
ビジネス価値向上

多様な開発スタイルへの対応

・クラウド利用開発
・システム再構築
（モダナイゼーション）

・システム基盤構築

対象領域深化

対象
領域
拡大

デジタル化に対応した
ソフトウェア開発の

定量的管理の在り方検討

SoE：System of Engagement
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知るために測り
変わるために知り

先んずるために変わる

Capers Jones

ご清聴ありがとうございました。

独立行政法人情報処理推進機構（IPA) https://www.ipa.go.jp/

社会基盤センター https://www.ipa.go.jp/ikc/


